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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 4 月 7 日 ( 2 0 2 5 . 4 . 7 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 9 9 1 0 7 ( P 2 0 2 3 - 9 9 1 0 7 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 7 月 1 1 日 ( 2 0 2 3 . 7 . 1 1 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 1 2 9
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 7 3 6 8 9 ( P 2 0 2 3 - 7 3 6 8 9 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 3 5 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 3 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 9 / 1 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 2 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 4 4 ( 2 0 1 7 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 2 7 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 2 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 3 5 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 3 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 9 / 1 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 2 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 4 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 2 7 / 0 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 2 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 0 4 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 3 月 2 8 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 2 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ Ｅ ） － ２ － （ ７ － ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ク ロ マ ン － ４ － イ リ デ ン ） － Ｎ － （ ７ － ヒ ド ロ  
キ シ － ５ ， ６ ， ７ ， ８ － テ ト ラ ヒ ド ロ ナ フ タ レ ン － １ － イ ル ） ア セ ト ア ミ ド 、 ま た は そ の  
薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く は 溶 媒 和 物 と 、 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 と 、 非 イ オ ン 界 面  
活 性 剤 と を 含 む 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 水 溶 性 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 は 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル セ ル ロ  
ー ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ  
ル ロ ー ス 、 お よ び ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 が チ ロ キ サ ポ ー ル 、 ポ リ ソ ル ベ ー ト ８ ０ 、 モ ノ ス テ ア リ ン 酸 ポ  
リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 お よ び ポ リ オ キ シ エ チ レ ン 硬 化 ヒ マ シ 油 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ  
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る 少 な く と も １ 種 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 亜 鉛 塩 ま た は 銀 塩 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 亜 鉛 塩 が 塩 化 亜 鉛 ま た は 硫 酸 亜 鉛 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 銀 塩 が 硝 酸 銀 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 （ Ｅ ） － ２ － （ ７ － ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ク ロ マ ン － ４ － イ リ デ ン ） － Ｎ － （ ７ － ヒ  
ド ロ キ シ － ５ ， ６ ， ７ ， ８ － テ ト ラ ヒ ド ロ ナ フ タ レ ン － １ － イ ル ） ア セ ト ア ミ ド が 、 （ Ｅ  
） － ２ － （ ７ － ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ク ロ マ ン － ４ － イ リ デ ン ） － Ｎ － （ （ ７ Ｒ ） － ７ － ヒ  
ド ロ キ シ － ５ ， ６ ， ７ ， ８ － テ ト ラ ヒ ド ロ ナ フ タ レ ン － １ － イ ル ） ア セ ト ア ミ ド で あ る 、  
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 水 性 懸 濁 液 剤 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　  本 明 細 書 に お い て 、 「 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 」 と は 、 セ ル ロ ー ス の 水 酸 基 が 部 分 的 に 他  
の 置 換 基 に 変 換 さ れ た セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を い う 。 例 え ば 、 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 と し て は 、  
メ チ ル セ ル ロ ー ス （ 以 下 、 「 Ｍ Ｃ 」 と 表 記 す る こ と も あ る ） 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル  
セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ 以 下 、 「 Ｃ Ｍ Ｃ 」 と 表 記 す る こ と も あ る ） 、  
エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ  
ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 、 ス ル ホ ン 化 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 な ど が 挙 げ  
ら れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 が グ ル コ ー ス を 基 本 単 位 と し た 直 鎖 状 の 水 溶 性 高 分 子 で あ る 場 合 、
化 合 物 （ １ ） を 含 む 水 性 懸 濁 液 に セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 を 配 合 し た と き 、 非 イ オ ン 界 面 活 性  
剤 の 存 在 下 に お い て 、 懸 濁 粒 子 の 周 囲 に セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 が 適 度 に 分 布 す る 。 ま た 、 セ  
ル ロ ー ス 系 高 分 子 は 、 セ ル ロ ー ス 同 士 が シ ー ト 構 造 を 形 成 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 理 論  
に 縛 ら れ る も の で は な い が 、 こ の シ ー ト 構 造 が 懸 濁 粒 子 を 覆 う よ う に 存 在 す る こ と で 、 粒  
子 同 士 が 適 度 な 距 離 を 保 ち 、 か さ 高 い 沈 降 層 の 形 成 に 寄 与 す る と 考 え ら れ る 。 ま た 理 論 に  
縛 ら れ る も の で は な い が 、 懸 濁 粒 子 が 沈 降 し た 際 、 懸 濁 粒 子 に 対 し て セ ル ロ ー ス 系 高 分 子  
を 任 意 の 濃 度 に す る こ と で 、 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 が 適 度 な 立 体 的 な 障 害 と な り 、 か さ 高 い  
沈 降 層 を 形 成 し 、 良 好 な 再 分 散 性 を 有 す る 水 性 懸 濁 液 剤 が 調 製 で き る と 考 え ら れ る 。 し た  
が っ て 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 セ ル ロ ー ス 系 高 分 子 を 用 い る こ と で 、 優 れ た 再 分  
散 性 を 有 す る 水 性 懸 濁 液 剤 の 調 製 が 期 待 で き る 。
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